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までに，数学事務室カウンター横の指定のボックスに提出すること.

問題

X = (X1, . . . , Xn), X1, . . . , Xn
i.i.d.∼ N(µ, σ2) とし, µ の推定問題を考える.

母数空間を

Θ = {θ = (µ, σ2) | −∞ < µ < ∞, σ2 > 0}

と表す.

G = {ga | ga(x) = (x1 − a, . . . , xn − a), −∞ < a < ∞}

によって変換群を定義する. ただし, x = (x1, . . . , xn).

決定空間を D = {d | −∞ < d < ∞} とし, 損失関数として

L(θ, d) = (µ − d)2

を用いる.

(1) ga ∈ G に対応する母数空間 Θ の変換 g̃a を求めよ.

(2) µ の推定を考えるので, d ∈ D に対して g̃a(d, σ2) の第１成分を対応させる変換
を g∗(d) とする. このとき, 決定問題は変換群G の下で不変であることを示せ.

(3) 決定関数 δ(x) が共変であるならば, y = (x1 − x̄, . . . , xn − x̄) の関数 γ(y) が存
在して

δ(x) = x̄ − γ(y)

と表されることを示せ. ただし, x̄ = 1
n

∑n
i=1 xi である.

(4) 共変な決定関数 δ に対して, リスク R(θ, δ) は σ2 のみの関数であることを示せ.

(5) X̄ = 1
n

∑n
i=1 Xi とY = (X1 − X̄, . . . , Xn − X̄) は独立であることを示せ.

(6) δ0(X) = X̄ は, G の下で共変な推定量の中で, θ に関して一様にリスク R(θ, δ)

を最小とすることを示せ.


